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嘉永・安政期の大坂城代 : 常陸国土浦藩・土屋寅
直の大坂、兵庫開港問題への対応を中心に
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させた文書を、 『大坂御城代公用人諸事留書』として翻刻し、同氏は享保七年の国分け以後、大坂町奉行所 機構が整備され、町奉行所与力や同心の実務が拡大 城代の民政における役割が後退しと考察している
（
9）。確かに、宮本氏が述べているとおり、幕末期の宿


















































政直は、大坂城代、京都所司代、老中といった幕府重職を歴任し、所領高は四万五〇〇〇石から九万五〇〇〇石 加増された。政直は、城代に選任されるまでは、常陸国土浦ついで駿河国田中を居城としていたが、城代に続いて所司 在任中は、居 を有していない
（
15）。し










土浦土屋家は、家斉 はじめ将軍家親族 葬礼や法事に香典を献上し、西之丸普請分担金を上納した。その一方 江戸近辺 所領のある常陸 和泉国の海岸線の異国船警備や、戸山台 桜田口の警衛を
















































































































































































































































































































えられる。同五年春、幕府は堀田を京都に派遣し、朝廷に日米修好通商条約の勅許をもとめ、それに伴い、幕府重職者にとって、大坂・兵庫開市、開港問題が重要案件となっていたのである。後述するが土屋はこれに頑として反対する。斉昭は七月に「慎」を命じられ、寅直の城代として 立場は微妙なものになっていたと推測される。そして、十月七日に、寅直は江戸参府を命じられ、十一月、自身は胸痛が激しくなるほど追いつめられ、城代辞任を余儀なくされたのであ こう て、寅直は三十九歳で城代を退任し、所司代老中へと出世コースを歩むこと 、一旦望めなくなったのである。若年で城代にまで昇進しながら 所司代や老中に任じられ かった事例は、稀有であるといえよ 。よって、寅直は井伊派優位の政治状況が後退するのを待って再起を図 ことになった。最後となったが、寅直は、城代に就任し、誓詞を認めた折 表１に記した おり朝鮮信使礼聘御用掛を大坂城で勤め よう命じ れ いた。池内敏氏の研究
（
21）によると、対馬ではなく大坂での信使の易地聘礼が、天保
期の老中水野忠邦によって発案されていた。その方針は 嘉永・安政期の老中阿部正弘によっても継承 ていた。結局この政策は、江戸城西之丸炎上に伴う復興、対馬藩の反対などにより実現 みない。しかし、大坂の幕吏が中心となり 大坂城で通信使を迎 る準備を寅直が任される予定であったこ は、きわめて興味深い　
以上、本節では、関東の譜代大名土屋家が、城代に昇進し、老中































り武備、防衛が厳命されるなか、要は くに軍事を管掌していた。嘉永七年九月、ロシア軍艦が へ来航した際、要は大坂湾岸の警備、伊豆下田への回航命令の伝達を指揮し、的を射た処置が賞せられたことが知られている。しかし、後に詳述するが 大坂・兵庫開港問題において城代職にあった寅直が 江戸の幕閣と対立すると、安政五年
（一八五八）
十月、要は城代辞職を乞うこととなった主君




挙した。藤森は郁文館総裁に就任し、藩士の他国遊学の道を開き、民政、殖産興業だけでなく、刑事事件に関する変革にも取り組み、藩政改革に尽力した。要は、水戸にも遊学 ており 戸田銀次郎、藤田東湖ら水戸藩尊攘派の面々と親交を持っ た 弘化元年
（一





































































じめ、京坂、五畿、四国 九州の志士と 公用人としての自邸や彼らの旅宿で交際していた。このことは、寅直 要在坂中は、大坂城代屋敷近辺が「尊皇攘夷」を唱える活動家の一大拠点となっていたことを示し注目すべきであろう。安政五年
（一八五八）
七月、時勢










































おいては、寅直が城代の職務を、いかに認識していたのか、とくに大坂市中の繁栄策に絞り検証したい。土屋 が城代職を退任することになり、後任には、奏者番兼寺社奉行であっ 松平信義が就いた。信義は、寅直に対して 大坂城代の職務遂行には、どのようなことを心掛けていくべきかということを、問 合わせた。その際に、信義がいかなる質問をしていたのかということを、その項目から知ることができる〔史料１〕 「豊前守様より御直ニ御問合拾三ヶ条写
（
31）」
と、寅直が城代の職務を、どのよう 認識して たのか、と うことが判明する寅直の信義への回答書である〔史料２〕 「大坂城代跡役松平豊前守殿より御役向御尋合ニ付御書取下
書（
32）」の一部を引用
し、幕末期におけ 城代の職務内容 明確に た 。　
なお、城代が大坂城を中心に西国の軍事を職掌としていたことは















城代は、大坂だけでなく、朝廷の動向に注意を払い、将軍継嗣問題、外交問題にも目配りすべき存在であったことに着目する必要がある。城代公用人の要が、一人で、城代の職務を取り仕切ってい と斉昭はみていた。斉昭 要に万一のことがあった場合の土屋家の行く末を危惧し のである
（
30）。藩主の寅直が若年であったということも

















































































































































夫々評議之上、今般別紙 通相達 間、右之趣を以、尚篤と利害得失熟慮之程、町奉行共へも厚く申談在之様可被致候 以上
　
本文書によると、城代が町奉行を指導および監督し、民政に配慮
しなければならなかったことが理解できる。 「物価引下ヶ方之事」 、「融用之事」によると、天保改革期以後、大坂は江戸が発展を遂げていたのとは異なり、戸口が減少し、経済的地位は低下していた。元々富裕であった大坂の町人たちではある 、そのことを恐れていたのである。城代は町奉行と相談し、物価引き下げの件に拘泥せず、市場、流通が活性化するよう 「仕法」を施す 得策 あ 、としてい 。つぎに、 「芝居其外見世物等之事」によると、芝居、見世物などの 大坂やその周辺地域に居住する人々の娯楽については、町奉行が監督していた。それに対して、城代が「差図」をし、統轄していたことが確認できる ま 、ここでは文書を割愛し が「市中取締
幷
人気之事」によると、町奉行所の行政を担う与力・同
心といった役人が経済統制を実施していく上 心構えが記されている。それによると 所 大坂 都市民に対して、あま 厳しい政策を施行すると、かえって都 民の生活は窮屈にな 。逆に緩慢な行 をするのも良策ではない み る　
よって、 〔史料１〕 、 〔史料２〕から、城代には、西国の軍事だけ
でなく、市中の経済活動や民衆の娯楽にまで目配りし 民政を担った町奉行所行政全般を監督して く権限があっ いうことを、強調しておきたい。
56
送付したものとみられる。その内容は、 〔史料３〕同様、大坂の復興を命じたものである。史料中に傍線を施したが、江戸の幕閣は、日本有数の大都市である大坂が衰微すること その周辺や西国の経済活性化に悪影響を与え とみていた。大坂の市中復興策が、江戸の 状況に問題を及ぼすこ はないと判断し、正弘は土屋、久須美、戸田等の在坂役人で大坂市中の発展について評議するよう、「差図」していたのである。本史料において、注目すべきことは、城代が町奉行等と大坂 経済活性化に関して、老中と連絡を取り合い、それを統轄していたということである。さらに、その後安政四年〜翌年にかけて、祐雋 氏栄は、老中や城代の寅直 指令に基づき、嘉永四
（一八五一）
の問屋仲間再興令の徹底により大坂経済






以上、土屋家文書中の〔史料１〕 、 〔史料２〕 、 『大阪編年史』所載

















































































紀、娯楽に目配りをしていたことを総合的に検証できた。 〔史料１〕〜〔史料４〕から読み取れるように、引き締めがはかられ 天保の改革の影響もあってか、当期には大坂経済が衰微していた。城代の寅直は、自身の在任中 町奉行と 勤務していた川村、佐々木、ついで、久須美、戸田とともに 享保、寛政期のように大坂経済を発展させようと腐心していた有能な政治家であり、幕府官僚であった、とみられる。　
寅直は城代として、嘉永・安政期に軍事だけでなく、民政を管掌
していたのである。その辞任後、寅直が大坂城代の勤務心得として認識 ことを、 〔史料１〕 ２ という箇条書の文書として作成 、後任 松平信義に伝達していたことを検証したこ 、幕府重職者の職務の引継がいかになされていたのか いうことについても、今回の分析でその一端が明確となった。寅直が 辞職 近い形で、職を退いた理由の一つは 大坂市中が衰微していたこと、城代の土屋自身が大坂町人から借財をし、返済を怠 からであるという
（
36）。城代自身が、大坂の金融活動に悪影響を与えていたと














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































定に容易に逆らえなかったのである。城代は大坂、西国行政において、 番、町奉行の意見を集約し、幕政に反意を表明する場面があり、大きな権限を委譲されていたことが解明できた。だからこそ、老中の堀田は、林や津田を用い、城代、定番、町奉行に「書取」作成を要求するなど 幕閣の一員とし 「協働」することを要請していたものといえ 。つまり 幕府の国家支配全体に関わ 問題 ついては、最終的には 城代等は老中をはじめとする江戸幕閣の「下知」 、 「差図」に同意し、従うことが求め といえ 。城代、町奉行が、大坂・兵庫開港問題に反対していた は、斉昭等の言説の影響を強く受けていたというだけでなく、 〔史料５〕の久須美申立書に記されて るとおり、当地開港 よる経済混乱 不安視る大坂の都市民の意見が反映していた、と考える。二 でも論 たとおり、天保期以後 大坂市中の衰微からの復活は都市民の悲願であった。よって、大坂、兵庫開港問題が、大坂湾
（摂海）
の海防と
いう軍事的問題だけでなく 大坂の経済復興に与える影響を 当期の城代、定番、町奉行は 官僚個々人で温度差はあっ であろうが憂慮して たことは、明らか ある。　
城代が定番や町奉行と、連絡を取り合い、意見を取りまとめる際、






















































支配が強調されている。 だし、この論説 みで、幕府上方支配機構が総括できているとは思えない。寅直や要が、個性的で強烈 尊皇家であったことが影響していたから はあるが 城代やその公用人が京都の情勢にも目配りするケースがあった。安政五年九月には、公用 の要が、法度 背い 公家の大原重徳と面談しており 所司代の酒井忠義はそ ことに不快感を抱いて
た（
58）。こうしたことか




























































近国を含め他地域の役人との間での横の連携が不可欠であった。このことを斟酌すると 二元性を基調としつつ、そこに江戸幕閣も含めた多元的な幕府上方支配機構 構造が析出できるのではないか。そうし 観点から、幕府の畿内・西国支配 追究 必要 あるといえよ 。　
以上、１では、城代公用人の大坂における実務権限の重要性。












































語として使用したい。また、本書冊などでは、継飛脚のことを、 「宿次」と記載している。本稿は、一般的な宿次と 異なる幕府による「継飛脚」についての研究でもあるので、今後、大坂の重職者が関係した宿 を「幕府宿次」と表記し、検討を進めたい。
（８）
　『大坂城代記録（二） 』 （大阪城天守閣、徳川時代大坂城関係史
料集第十号、二〇〇七年）解説（宮本裕次氏執筆） 。 『大坂城代記録（三） 』 （大阪城天守閣、徳川時代大坂城関係史料集第十一号 二〇〇八年）解説（同氏執筆） 。
（９）
　『大坂御城代公用人諸事留書』上 大阪市史編纂所、大阪市史







































































































































































一九六〇） 。平松氏は、堺奉行が仕置「伺」を城代に提出し これに対して、城代は「指令」を与えていたこと、さらに、京都所司代、大坂城代の「指図」 、不可能 不十分なことが多かったので、上方の奉行は老中、三奉行ないし評定所一座の「指令・指導」 依存していた、と結論づけた。
　　
笠谷和比古「幕府官僚制機構における伺と指令の文書類型─江戸
町奉行所『撰要類集』の分析を中心として─」 （高木俊輔・渡辺浩一編『日本近世史料学研究─史料空間論への旅立ち─』北海道大学図書刊行会、二〇〇〇年） 。笠谷氏は、江戸町奉行を軸に 伺・指
